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１．はじめに

２．１年目のＡ子

２－２ 2 学期をふりかえって

２－３ 3 学期をふりかえって

２年目を迎えた幼稚園教諭に対するキャリア支援

勝田みな（名古屋経営短期大学）

キャリア支援、教育実習生、指導教官

分科会 A研究発表（中央棟２階 2A 講義室）
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２－４ 1 年目をふりかえって

３．2 年目は指導教官

４．考察

５．おわりに
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１．問題 

 

２．自己制御機能とコミュニケーション能力 

３．「理想の子ども像」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

幼児の自己制御機能と教育 

―自己表現と自己抑制に焦点をあてて― 

    木内亜紀（桜美林大学・玉川大学） 

 
 

                          自己制御機能、自己表現、自己抑制、幼児期 
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４．幼児期の自己主張・自己抑制

５．総合的考察

６．引用文献

2)Kiuchi, A. (2006) Independent and
interdependent self-construals: Ramifications for
a multicultural society. Japanese Psychological
Research,48,1-16.



27

１．背景

C

２．方法

３．結果

経験年数を踏まえた保育者のストレス反応軽減に有効な支援の研究

―ストレス反応とストレッサー、ソーシャルサポート、コーピングの関係―

白石京子（文教大学）

保育者、精神的健康、ストレス反応、ストレッサー、ストレスコーピング、経験年数
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４．考察

＜引用文献＞＞

初心者
（n=21)

中堅
（n=31）

ベテラン
（n=38）

P 値 a)

抑うつ・
不安

8 9 9 .282

不機嫌・
怒り

7 8 11 .012b)

無気力 8 9.5 10 .219

合計得点 23 27 27 .104

初心者（n=21) 中堅（n=31） ベテラン（n=38）

抑うつ

・不安

不機嫌

・怒り
無気力

抑うつ

・不安

不機嫌

・怒り
無気力

抑うつ

・不安

不機嫌

・怒り
無気力

ソ
ー
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
ト

家族 .073 .110 .072 -.249 -.367* -.026 -.226 -.178 -.155

職場-.765*** -.082 -.491* -.073 .008 -.252 -.327 -.017 -.436**

その

他
-.187 -.055 -.435 -.197 .026 -.587***-.092 -.054 -.290

ス
ト
レ
ッ
サ
ー

保護

者
-.050 -.031 -.143 .251 .315 .208 .260 .214 .353*

子ど

も
-.060 -.106 -.195 .096 -.034 .039 -.102 -.214 -.163

職場 .327 .353 .245 .398* .270 .065 .317 .071 .328

コ
ー
ピ
ン
グ

カタ

ルシ

ス

.070 .295 .044 .395* .606** .146 .162 .190 .122

放棄

諦め
.204 .079 .247 -.069 .136 -.100 .218 .038 .285

情報

収集
-.394 .071 -.344 .391* .401* .014 -.141 -.122 -.016

気晴

らし
-.181 .140 -.187 .077 .181 .159 .130 .199 .145

回避

的思

考

-.030 -.055 -.038 -.219 .123 -.234 -.152 -.203 -.179

肯定

的思

考

-.493* -.119 -.568* -.053 .027 -.033 -.172 -.139 -.227

計画

的立

案

-.554* -.217 -.495* -.216 -.093 -.273 -.450** -.263 -.395*

責任

転嫁
-.087 -.043 -.101 .185 .397* .056 .222 .300 .310
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2013

子どもの遊び形成過程－協同的活動を中心に‐

原子 純

キーワード ：遊び 協同的活動 集団生活 試行錯誤 人間関係
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31

48:14

27:18-19 34:9

8:14-15

7:32-35

4:40

4 3

手当て療法による身体コミュニケーション

発表者 長谷 澄夫

所属：一般社団法人国際整体協会

キーワード

手当て 手かざし 身体コミュニケーション 感受する身体 表現する身体

分科会 B研究発表（中央棟２階 2B 講義室）
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１ 我が国における「集団」の特色

集団であることの強みと弱みを認識する研究の必要性について

松本 玲子

究和エンタープライズコンコード株式会社

キーワード 集団 内集団 モバイル社会の深化 外集団 個人
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２ モバイル社会の深化

３「内集団」型の日本社会のさらなる内向化

４ 集団であることの強みと弱みを認識す

る研究の必要性
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介護福祉士養成課程におけるコミュニケーション学習
－プロセスレコードとロールプレイを取り入れた効果－

森 千佐子（日本社会事業大学）

キーワード：介護福祉士 コミュニケーション 関係構築 プロセスレコード ロールプレイ
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表 1：Ａグループの学び

３－３ Ｂグループの学び

9
2

表 2：Ｂグループの学び

【自身の非言語的表現への意識】

〈自分の表情〉〈自分自身への意識の不足〉

〈相手との距離のとり方〉〈スキンシップ〉

【多様な対応】

〈選択肢の広がり〉〈相手に対する遠慮〉

〈表面的な対応〉〈わかりやすい伝え方〉

【相手の反応の捉えかた】

〈予想との違いに対する戸惑い〉〈多様な捉え

方〉〈フィードバックの必要性〉〈周囲に目を向

ける〉

【詳細な記載の必要性】

〈非言語的表現の記載〉〈記憶の曖昧さ〉

〈周囲の状況の記載〉〈位置関係の記載〉

【背景の理解】

〈普段の状態把握〉〈生活歴の理解〉〈状況把握〉

【環境への配慮】

〈視界への意識〉〈位置関係による影響〉

〈音や光に対する配慮〉

【立場への意識】

〈実習生としての意識〉〈利用者からの配慮〉

【意見交換の必要性】

〈他者の意見を取り入れる〉〈考えの明確化〉

【メンバーに対する共感】

〈同様の感じ方〉〈共有による自信〉

４．考察

【多様な対応】

〈選択肢の広がり〉〈わかりやすい伝え方〉

〈義務感からの対応〉

【自身の非言語的表現への意識】

〈自分の表情〉〈自分自身への意識の不足〉

〈相手への伝わり方〉

【相手の反応の捉えかた】

〈ネガティブに捉えやすい傾向〉〈一方的な解釈〉

〈フィードバックの必要性〉〈多様な捉え方〉

【意見交換の必要性】

〈他者の意見を取り入れる〉〈考えの広がり〉

【メンバーに対する共感】

〈同様の感じ方〉〈得られた安心感〉

【詳細な記載の必要性】

〈非言語的表現の記載〉〈思いの記載〉

【背景の理解】

〈普段の状態把握〉〈生活歴の理解〉

【立場への意識】

〈実習生としての意識〉〈利用者からの配慮〉
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スティグマの構造と機能

―いじめ自殺事件例からの考察―

占部愼一

キーワード スティグマ ３重のいじめ 嗜虐性 匿名性 客観的自我の縮小 文化的分化

分科会 C 研究発表（中央棟３階 3A 講義室）
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「卵子の老化」における国内の研究の動向

1
4
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9

1 2012 10

表１ 「卵子」「老化」「卵子の老化」
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2 2018 5

3 2017 6 1
2

2

4 2017 9
63 5

64 5 :64 8 61 2
88

38

5 2013 7

,

表２ 「妊孕性」「不妊」
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１．研究目的 

 
２．研究方法 

（2）第一審判決の課題第一審の名古屋地裁 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（3）第二審判決の課題 

認知症高齢者の監督義務者の法的責任と対応策 

山本 克司（修文大学） 

 

JR

 
 
      キーワード：認知症高齢者  監督義務者 不法行為 損害賠償 
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（4）最高裁判決の課題 

  
３．判例の考察 

４．具体的施策の考察 

 
（2）民間保険の活用 

 
3  

SOS

 

 

SOS
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分科会 D 研究発表（中央棟３階 3B 講義室）

キーワード： 精神看護学実習、唾液アミラーゼ、ストレス
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図1.性別による実習開始時と実習終了時の変化

表1. 実習時期による唾液アミラーゼの平均値
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１．研究背景と目的

２．研究方法

２－１ 調査対象・調査時期・調査内容

２－２ 分析方法・倫理的配慮

S SS
24 0 5

３．結果

1,492
1,409

735 674
273 462

261 413
37 53 12 73

38 49 12 40
603 132

564 110
464 271

445 229
166 569 134

540

ユニット型と従来型介護老人福祉施設の
介護職員における職業性ストレスの差異

田中康雄（浦和大学）

キーワード：介護職員、ユニット型、従来型、ストレスマネジメント
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64 34 55 52 85 52 67 46

表 1 施設形態における各尺度の差の検定

４．考察
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20 1996
2.7 2016

7.3 )

1985

2002

2001

4

20

6

2018 7

1
20

KH Coder Ver.2.00f

2017037

熟練男性看護師の職業的アイデンティティに関する研究
-新人男性看護師への期待-

日本医療科学大学 藤川君江

1 2 3
4 5

6

キーワード： 熟練男性看護師、新人男性看護師への期待、離職対策



50

1

40 55 6
3

3
1

1,469 342
3 1

1

1

90 20
2.7 1)

A D

20

2)

1 28

http://www.mhlw.go.jp/toukei/list/36-19.html
2

57 2 244 248 2014

A B C D E F

55 42 49 53 40 49
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１．研究背景と目的

２．研究方法

３．結果

31,469 2,601

25

限界集落の一人暮らし男性高齢者
における生活課題の分析

田中康雄（浦和大学） 藤川君江（日本医療科学大学）

キーワード：一人暮らし高齢者、限界集落、生活課題
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1

5

1

2

3

4

5

1

8

４．考察
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１ スマートフォンの社会的浸透とそこで

生じる問題

２ マナーの定義、近似する概念との相違

分科会 E 研究発表（中央棟３階 3C 講義室）

スマートフォンの社会的浸透とマナーの果たす役割の向上

発表者 伊東香苗

所属 Kanae&Partners 代表

キーワード

スマートフォン マルティメディア化 公共マナーの問題 アディクションの問題
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３ 明治期に西洋から入ったマナーの

社会的浸透

４ マナーの果たす役割の向上
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2014

1999

2016

2018

2014
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目的

大学での学び直しのきっかけ

現段階で明らかになったこと

社会人大学生の人間関係づくりの実践

○阿部美佳・杉山雅宏（埼玉学園大学）

人間関係、社会人大学生、ピア・サポート



57

先生や親とも違う関係

異年齢集団での生活
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目的

カウンセリング的アプローチ

排除から包含へのイメージ

個性を活かすとは

凸凹しているものを丸の中に入れること、

それがたとえ大きな〇であっても大変なこと

である。個性を活かすということは、好き勝

手にさせるということではない。

個性と集団は必ずぶつかるもの。一回一回、

ひとり一人、よく考えて葛藤する。出てくる

答えはユニークで、同じものではない。これ

が個性ではないだろうか。

発想の転換が必要

「これができない」「これはだめ」「ここが

上手くいかない」こうした考え方では、苛立

ちや不満が増すばかりではないだろうか？

少しでも成長させたいという願いをどのよ

うに伝えていくか。子どもや保護者のできて

いないところばかりに目が向くのはいかがな

ものか。「なんとかしてあげたい」という思い

は、「今のままのではだめですよ。変わらない

といけませんよ」というメッセージになって

しまう可能性がある。

子どもたちの問題を理解するための心構えに関する実践報告

○杉山雅宏（埼玉学園大学）

排除から包含
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変えられない人は、責められているように

感じてしまう。
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１１．ワークショップの目的

2017

2017
HRST

HRST

2017

3

自主ワークショップ 中央棟 3 階 30 講義室）

「人間関係士」のためのヒューマンリレーション・スキルトレーニングﾞ= のワークショップ（３）
「支援者としての困難と克服」－自分自身が挫けないための方法を見出す－

○杉本太平 佐藤啓子 岡田昌子 小林幾子 白石京子 杉本龍子 矢吹知永（関東地区

会）

(Human Relation Skills
Training) HRST

2017
HRST

人間関係、人間関係士、行為法（心理劇・ロールプレイ）、グループ・アプローチ、HRST
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２２．ワークショップの展開

３３．各登壇者による発題内容

HRST

（（
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ポスター発表 中央棟 2階廊下）

精神疾患患者の血液透析におけるケアの現状と課題

一透析医療従事者の抱く困難とサポートに焦点をあてて一

藤田文子１）藤川君江１） 堀越薫１） 伊藤勝一 2) 北原佳代１）

2

5

:
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29

8

8

1
3

3

局所麻酔手術を受ける患者の感情と看護に関する文献検討

日本医療科学大学 石原善実 藤田文子
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2
5

3










